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3-2　　ゆとりと潤いのある市街地整備の推進

●事務事業の内容

　死者の尊厳を重視し、会葬者が安らかな雰囲気で故人を送ることができる施設の管理運営

　近隣住民に環境汚染問題や管理運営上の問題等について違和感を与えない。施設利用者からの要望や意見を採り
入れるためのアンケートを実施し、施設の管理運営や施設改修に反映させる。

　死体及び人体の一部等の火葬、出産に伴う胞衣等の焼却、葬儀・葬祭並びに窓外施設の管理運営
目　的

（何のために）

事務事業実績

　管内者（御殿場市又は小山町に住所を有する者）及び管外者（管内者以外の者）

●事務事業の実績・投入コスト

　施設周辺の環境保全及び火葬時間の短縮化を図るため、平成19，20年度の2ヵ年で火葬炉等の改修を行う。
見直し改善の

経過

年度

遺体の火葬　８８６件、胞衣等の焼却　７５件、告別式場利用　０
回　　　　霊安室の利用　　７７回

政　策 3-2-7　霊園・斎場の整備

●事務事業の位置付け

期間

基本計画におけ
る位置付け

基本政策

根拠法令・要綱等 墓地埋葬等に関する法律

関連
政策

整理番号 32702-000

広域行政組合事務局　庶務課

斎場運営事業事務事業名
所  管

手　段
（どのようなや

り方で）

事務事業の背
景・住民の意向

成　果
（どのような状
態にしたいか）

対　象
（誰・何を）

　火葬業務及び当該施設の管理運営

一次評価

平成16年度
遺体の火葬　８２７件、胞衣等の焼却　５１件、告別式場利用　５
回　　　　霊安室の利用　１０５回

平成18年度

●評価指標

●事務事業の評価

★★★

平成17年度

継続

遺体の火葬　８４６件、胞衣等の焼却　７５件、告別式場利用　９
回　　　　霊安室の利用　１０３回

改革により予
想される成果

　施設の改修を行うことにより、コストの削減、火葬時間の短縮が期待でき、会葬者がより安らかな雰囲気で故人
を送ることができる等、住民サービスの向上に寄与できる。

平成19年度か
らの対応

　施設の老朽化に伴い、環境対策、作業環境の改善、省エネ対策及び棺の大型化等に配慮し、火葬炉の改修を行
う。

平成20年度以
降の対応

　前年度に引続き、火葬炉の改修を行う。

継続

コメント

コメント

　必要不可欠な施設であり、死者の尊厳を重視し会葬者が安ら
かな雰囲気で故人を送ることが求められている施設であるが、
火葬炉等施設の問題で整骨、火葬時間について利用者の要望に
応えられない事例が出てきている。利用者の要望に対応するた
めには、施設の更新が必要である。

施設の改修更新事業と合せて運営方法についても検討すべき
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継続
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